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― 令和６年を振り返って ― 

陶芸教室講師  羽二生 みどり 

 「練り込み」という技法をご存知ですか？ 

 今、陶芸教室では、練り込みのお皿を作っています。箱根の寄せ木細工を思い浮

かべてもらうとわかりやすいと思いますが、色の違う粘土を組み合わせて模様を作

る方法です。 

令和６年度、荒川シルバー大学の拠点である生涯学習

センターが大規模改修工事のため、陶芸の窯は使えませ

ん。区内にある他の窯も見学に行きましたが、他の団体

が使用していて、入る隙がなく、また他の窯も使用許可

が下りませんでした。 

一年間窯が使えないということは、焼き物が焼けない

のです。これは陶芸としては致命的です。しかし、来年

綺麗になった校舎で作品を焼くことにして、今年は、 

練り込みという、少し手間のかかったお皿に取り組む 

ことにしました。 

今年度、陶芸教室の部屋が３階になり、ロクロ、板

などの道具を運ぶのも一苦労です。作陶は、私が一度

作り方を実演し、配ったプリントを頼りに学生さんた

ちは、練り込み皿に四苦八苦しながら挑戦してもらい

ました。はじめてにしては上出来だと思いますが、焼

いてみないことにはわかりません。 

 この秋の学園祭に陶芸教室は参加できませんでした

が、来年の学園祭の陶芸の展示は、丹精込められた作品が賑わうことと思います。 
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練り込み皿 

カット 遠藤光胡 
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≪≪ 9 月 27 日 令和 6 年度 第三回合同講義 ≫≫ 

「 歌曲入門 西洋音楽との出会い 」 

   歌と講演  講師 河野 克典先生 

          横浜国立大学名誉教授・東京藝術大学等講師 

 

箭内理事長より、河野講師の紹介がありました。 

第一部 ピアニスト岩下真麻さんの演奏により、河野講師の歌４曲 

① 荒城の月 

② 鐘がなります 

③ 赤とんぼ 

④ からたちの花 

（裏拍(うらはく)＝弱起(じゃっき)のある曲） 

第二部 

① カラス 

（ピアノ伴奏が和楽器に聞こえたなら尚可） 

② 初恋（5・7・5 音節からの唱歌） 

③ 小さい秋みつけた 

④ 結婚（作者 中田義則）              

アンコール曲 

① シューベルト（菩提樹） 

② 杓子売りの歌 

（インパクトの強い曲、秋田県民謡） 

A さん感想―素晴らしかった。参加して有意義な時間でした。 

B さん感想―歌と歌の間でトークあり。拍子の取り方や作者の話など盛り沢山で楽   

しかった。                  （ 広報部 ） 

 

≪≪ 朗読教室に入って ≫≫ 

 この春、朗読教室が大好きな友人から「先生の朗読の声が

好き。周りのみんなもいい方だし。」とお誘いをいただき現在

に至っています。 

 日常生活では大きな声を出すこともあまりなく、毎回、呼

吸を整えることで肺にも良い運動になっています。 

 ７月には、日帰りバス研修旅行(相田みつを／那須ギャラリ

ーと岩村かずお絵本の丘美術館）に参加しました。緑の光を

浴びながら午前・午後教室の皆さんと親睦もでき、楽しい研

修でした。 

 朗読教室を通して出会った作品や作者の想いにふれ、作品

の情景を思い浮かべながら表現することの大切さを学んでい

ます。今は朗読が自分にあっていると感じています。        

（ 朗読午後教室 藤木 木実 ） カット 恩田政広 

河野講師の似顔絵 加藤純成・作 



 - 3 -

≪≪ アメリカ東部の旅 8/20～8/31 ≫≫ 

全体の感想 今回はライアン先生の里帰りに合わせて故郷クリーブランドを訪問

し、親戚ご家族との BBQ や野外コンサートを楽しみにしていたのでしたが、直前に

襲った台風 7 号の影響で米国行きのフライトがキャンセルとなり、やむなく東部 3

都市＋ナイアガラの滝の行程となりました。それでも結果的には、大変充実した、

想い出に残るアメリカの旅になったと思います。以下、それぞれが各都市の感想を

書いてみました。                            （ 英語教室 平野 敬一郎 ） 

ニューヨーク 摩天楼のビルが建ち並ぶニューヨークですが、意外と緑が豊かでし

た。街の中心には森のようなセントラルパーク

があり、可愛いリスを何匹も見かけました。その

公園を横切って、訪れたのがメトロポリタン美

術館です。バロック様式の堂々たる建物には、古

今東西あらゆる時代、地域、文明、技法による作

品がコレクションされていて、その質と量に大

興奮でした。しかし、見て回るほどにアメリカの

圧倒的な豊かさとパワーを感じて、こんな国と

戦争したのが信じられない！という感想をもちました。そのほか、ハーレムのジャ

ズクラブ、グランドゼロ、ミュージカル鑑賞など様々なところに出かけ、ニューヨ

ークを５日間かけて堪能しました。       （ 英語教室 小磯 紀子 ） 

ナイアガラの滝 観光バスでナイアガラの滝に着いた時は

夜になっていました。赤や緑にライトアップされた夜の滝は

息を飲むような美しさでした。花火も打ち上げられ、滝との

共演も楽しむことができました。翌朝は滝のそばの遊歩道へ。

水しぶきと轟音に歓声をあげました。その後、遊覧船で滝壺

の近くまで行きました。配られたカッパを着ていましたが、

ものすごい水しぶきで下に着ていた服までずぶ濡れになり

ました。それでも私たちは楽しくて写真を撮りまくりました。

とにかくナイアガラの滝の大迫力に感激した 2 日間でした。         

（ 英語教室 市川 明美 ） 

Washington DC 連邦議会議事堂、ホワイトハウス、リン

カーン記念堂、ペンタゴンなど、世界政治の中枢を見学し、

そして名画の宝庫ナショナルギャラリーでダヴィンチや

フェルメールの名作に酔いしれました。航空博物館では、

ライト兄弟初飛行のフライヤー号から第二次世界大戦時

の名機の数々、アポロ 11 号からスペースシャトルまでを

じっくりと見ることができました。人類の大空・宇宙への

挑戦を肌で感じて大興奮・大感激しました。飛行機好きの

私にとってとても贅沢な時間となりました！ 

 （ 英語教室 平野 敬一郎 ） 
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1. 学園祭について 

６年度の学園祭は、区の生涯学習課・高齢者福祉課他、皆様のお力添えをい

ただき成功裡に終了いたしました。ご来場いただきありがとうございました。 

７年度の学園祭は、令和 7 年 11 月 21 日（金）～23 日（日）の予定です。 

会場は町屋文化センターです。 

2. 講師会について 

日時:12 月 1７日（火）午後 1 時～  会場：生涯学習センター  

3 階・大会議室 

※年末年始の「事務所のお休み」は 12/27（金）～1/5（日）となります。 

（事務所）ＴＥＬ03-3801-5740 F A X 03-3801-5691    

（メールアドレス） arakawa-silver@tcn-catv.ne.jp  

（ホームページアドレス）arakawa-silver.com/          室長・田原 

 

 

11 月 19 日、滝口 学 新荒川区長を役員・

講師の皆様が表敬訪問されました。 

新区長になって、初めての、区長応接室での

歓迎…ということでした。 

 

◆◆◆◆◆   11 月 の 学  園  日  誌   ◆◆◆◆◆ 

※事務局だより※ 

1 日 

 

6 日 

11 日 

12 日 

 

19 日 

19 日 

 

7 年度日程申請 区高齢者課へ 

（各ふれあい館・ひろば館等） 

常任理事会・役員会 

支払調書作成 

～２５日 学園祭ポスター 

都電駅と区内に掲示（役員有志） 

広報委員会 

新区長・滝口学殿を表敬訪問 

（役員・講師 6 名による） 

22 日 

 

26 日 

 

27 日 

 

27 日 

 

29 日 

～24 日 学園祭 共催:荒川区 

会場：町屋文化センター 

区功労賞表彰式 

会場：サンパール荒川大ホール 

7 年度募集ポスター印刷 

区へ掲示依頼（町会掲示板へ） 

７年度募集要項作成 

新入学・継続申込書作成 

シルバーだより 404 号作成 

― 令和６年度 交歓会のお知らせ ― 

 令和６年度の「閉講・卒業式」終了後に、5 年ぶりに交歓会を開催すること

になりました。参加ご希望の方は、特定教室にてお申込み下さい。 

・ 日 時 令和７年 3 月 19 日（水） 午後 1 時～3 時 30 分 

・ 会 場 サンパール荒川 3 階小ホール 

・ 会 費 5000 円 

             （ 交歓会実行委員会委員長 星野 弘明 ） 


